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No. 項目 修正内容 

1 器械設置 

【改良項目】 

任意点設置・基準軸設置の器械高入力は器械点を記録しない限り入力不

要ですが、従来は器械設置開始時に器械高の入力を促す処理になってい

ました。そこで器械設置完了後、器械点を記録する直前に器械高を入力す

るようにフローを変更しました。 

2 表示カスタマイズ 

【改良項目】 

基本観測／測設／TS モードの表示項目がカスタマイズできる機能と、ペー

ジ毎に表示／非表示の設定機能を追加しました。 

3 データ取り込み 

【改良項目】 

ブレーキが入った SIMA 路線を取り込めるよう改良いたしました。 

4 測点検出 

【改良項目】 

測点検出で観測した座標データを記録出来るよう改良いたしました。 

5 測設 

【改良項目】 

測設実行前にルミガイドを点灯させていた場合、従来は測設測距後にルミ

ガイドを自動的にオフにしていましたが、これを測距後も継続して点灯する

ように改良しました。 

6 出来形観測 

【不具合修整】 

出来形観測 確認画面で管理項目を変更できない不具合を修正しました。 

（この不具合は Ver2.6.0 から含まれていました） 

7 出来形観測 品質証明員で観測したデータを削除することができない不具

合を修整しました。 

（この不具合は Ver2.6.0 から含まれていました） 

8 出来形設計データの断面データ seriesPnt="false"のデータを XML 出力す

ると componentType が欠落する不具合を修整しました。 

（この不具合は Ver2.8.0 から含まれていました） 

9 器械設置 

【不具合修整】 

基準軸設置の器械高入力項目が、3 次元項目をチェックしても入力可能に

ならない不具合を修整しました。 

（この不具合は全てのバージョンに含まれていました） 

10 基本観測 

【不具合修整】 

器械設置無しで記録する時、後視点の記録画面が、本来は角度・距離記

録画面となるところが座標記録画面になっていました。この不具合により点

名インクリメントが正しく行われない不具合を修正いたしました。 

（この不具合は Ver2.8.0 から含まれていました） 

11 線形計算 

【不具合修整】 

折れ点上に存在する断面の構成点要素座標が理論と異なる不具合を修整

い た し ま し た 。 発 生 条 件 は 、 出 来 形 設 計 デ ー タ の 断 面 情 報

(XSection.DirectionAngle)が設定され、かつ、対象断面が屈曲部に存在す

る場合です。 

（この不具合は Ver2.8.0 から含まれていました） 

12 文字入力 

【不具合修整】 

文字入力機能で「キーボード」を選択した時、半角英数入力にも関わらず、

日本語変換機能がON になり、入力した文字が全角になる不具合を修整い

たしました。 

（この不具合は全てのバージョンに含まれていました） 




